
さまざまな植物の実や種を観察することができました。

ツルウメモドキ　　　 　　センニンソウ

マユミ 　　ニシキギ

トネアザミ 　　スズメウリ

業務の実施内容

・ササ刈り ・市民ボランティア等との協働

・実生木と常緑樹の選択除去 ・植物相調査

・外来種・栽培種などの選択除草 ・巡回

・草刈 ・投棄物の回収清掃

生物多様性保全に係る武蔵台緑地生態および修景管理業務委託　作業報告書（武蔵台緑地）

11月度の景色



実生木・常緑樹の選択除去

外来種・栽培種の選択除去

ササ刈り

草刈

　　　作業前 　　　　作業後

作業箇所図

選択除草



　地面に陽の光が当たるように、ササの刈り取りと実生木の選択除去を実施しました。

　　　作業前 　　　　作業後

 

　　コナラやクヌギからなる雑木林は、木材を薪などとして利用するために15～20年周期で

　伐採され、切株から発生した萌芽（ひこばえ）を育てることで若い世代の樹木が生育する

　林へと更新されてきました。

　　現在のように薪などを利用しなくなるとこのような萌芽更新は行われなくなり、大径木が

　増えて、次世代を担う若木が少ない状態になっていきます。

　　また、近年ではナラ枯れによる枯死と伐採が多く、萌芽更新はできない状況です。

　　そこで、南向きの斜面において、どんぐりから芽吹いた実生木を育成することにより

　若い世代の樹木からなる林をつくることを目指しています。

　ここではコナラ以外の樹種の除伐と、背の高いササの刈り取りを実施しました。

　　　作業前 　作業後

　＊実生木(みしょうぼく)…風や鳥などに運ばれてきた種から芽生え、成長した樹木のこと

ササ刈りと実生木と常緑樹の選択除去

後継樹育成のための除伐

（ササ刈りと実生木と常緑樹の選択除去）



　　　作業前 　　　　作業後

　　　作業前 　　　　作業後

遊歩道脇ほかの草刈



衣服のようなもの どんぶり

　　　作業前 　　　　作業後

投棄物の回収清掃

舗道にたまった泥の清掃



　府中市環境調査員会議との協働　　自然環境調査（植物班）

　　毎月１回開催される自然環境調査（植物班）に同行し、調査をしています。

　　調査日以外に見つけた生育場所・状況等については随時、情報提供をしています。

　　今月は、ツルグミやキチジョウソウの花を観察することができました。

　　ツルグミ　花 キチジョウソウ

　キチジョウソウ　キジカクシ科（以前はユリ科に分類）の多年草。

　　日本では関東～九州に分布するが、古い時代に中国から渡来したものが野生化したという

　　説が有力であるとされる。

　　降り積もった落ち葉のなかに埋もれていましたが、２年前に落ち葉を取り除いたころから

　　少しずつ株が大きくなり、数も増えてきました。

　環境まつり公園緑地課ブースにおいて、武蔵台緑地で見られる植物や生物多様性保全を

　柱とした植生管理について書かれた掲出物の補足説明を行いました。

　同時開催のスタンプラリークイズでは解答が「バイオネスト」とされたため、多くの方に

　名前と効果を覚えてもらう良い機会となったと思います。

　公園緑地課ブース 　　　バイオネスト

市民協働

植生管理の周知への協力



　こまめに観察・記録をし、毎月１回の自然環境調査では確認できない部分を補っています。

イイギリ　赤い果実 　　　ヌルデ　紅葉

　シロダモ　花 　　シロダモ　果実

　　マヤラン　花 　　ミドリハカタカラクサ（外来種）

　　７～10月が開花期とされますが、11月にも 春に除去したが、再び緑地に進入してきた

　　開花が見られました

植物相調査



オオカマキリの卵鞘 　　　　ヒヨドリ

　オオホシカメムシ   ネコ

 　ツチグリの仲間 　　ひとつの切株に多種多様なきのこが勢ぞろい

緑地内で見かけた動物

緑地内で見かけたきのこ


